
■利用成果

非接触動力伝達装置における
磁場解析シミュレーション

■背景と目的

研究・開発機関 　：株式会社プロスパイン、宮城県産業技術総合センター
利用施設　　　 　：上記研究・開発機関内の設備
計算規模　　　 　：自社PC
利用ソフトウェア ：ANSYS Maxwell
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●従来の歯車等の機械的な伝達機構の代替
となる非接触動力伝達装置は、磁石を配
置すればある程度の動力伝達は可能です。

●しかし、様々な異なる条件のもとで試作を
行い、特性の実測、比較を行わないと最適
な設計条件はわかりませんでした。

○磁場解析シミュレーションを行うことにより、
設計条件の変更がトルク( 軸を回転する力 )
やスラスト ( 軸方向にかかる力 ) に与える影
響を定量的に把握できるようになりました。

○これを用いることにより、事前に特性を把握
できるようになり、製品開発の時間短縮、
高効率化が図れるようになりました。
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非接触の磁力噛み合い面

図１　非接触動力伝達装置 ( 磁気カップリング )

図 2　マイタ　表面磁束密度
　　　　磁気的な噛み合いを確認

      

図 3　カップリング　解析値と実測値の比較
　　　　　　　　　ギャップに応じて変化するトルクも解析と実測は一致

図 4　磁気クラッチに内蔵の電磁アクチュエータ ON/OFF 各位置で磁気回路が変化
（2Dモデルにて、解析時間数分程度）

表1　非接触動力伝達機構を用いた主な製品例

プ グ 解析値 実 値 比較


